
２

恐

況

挟

狭

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

　一般会計と５つの特別会計を合わせた決算額は、

歳入が６８３億８２４８万円、歳出が６７５億６２２２万円でした。

　翌年度へ繰り越して使う１億４４６９万円を差し引い

た実質収支額は６億７５５７万円で、平成３０年度に使う

お金として繰り越しました。

晦

界

海

皆
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械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械

灰
灰
灰
灰
灰
灰

灰
灰
灰
灰
灰
灰
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未来への希望を育む子育て・教育

◇中学３年生までの子ども医療費を助成《２億９６１７万円》

◇学童クラブ施設の整備《６６６５万円》

◇病児保育の実施《１７８３万円》

◇学校給食センターの建て替え《１９億３３４６万円》

◇ Ｔｏｐｉｃ （きらめき創造館）の開設《４億４１６２万円》
ト ピ ッ ク

◇英語教育の充実《２２７２万円》

◇中学校教育用パソコンの更新《３７３４万円》

安全・安心で美しく快適なまちづくり

◇防災用備蓄資機材などの配置《７１２万円》

◇市庁舎耐震調査の実施《８８６万円》

◇街路灯のＬＥＤ化の実施《６９６万円》

◇近鉄長野線「喜志駅」「富田林駅」間の鉄道高架事業

《２億５０万円》

◇市内空き家の実態調査実施と対策計画の策定《１１８２万円》

みんなで支え合う健やかで心豊かな暮らしづくり

◇富田林病院の建て替え《１億３５１５万円》

◇こども食堂運営支援の実施《１８８万円》

◇生活困窮世帯の子どもを対象とした学習支援の実施

《１１００万円》

魅力のあふれるまちのにぎわいづくり

◇金剛きらめきイルミネーションの実施《１４３６万円》

◇若者・女性に対する雇用支援策の実施《２２３万円》

◇産学官連携による研究費補助の拡充《４００万円》

◇農を 活 かした産業連携による仕事創出の実施《１０８０万円》
い

将来を見据えた持続可能な行財政運営の推進

◇地方公会計制度での統一的な基準による財務書類の整備

《３８０万円》

主体的な市民参加と協働によるまちづくり

◇市民会議「 Ｍｉｒａ ‐
ミ ラ

 Ｔｏｎ 」の実施《２６８万円》
ト ン

嬉

幾

岐

忌
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希
希
希
希
希
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希
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希
希
希
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希
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希
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希
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３

■
一
般
会
計

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
４
１
４

億
９
３
４
万
円
、
歳
出
は
４
０

８
億
４
５
４
８
万
円
で
し
た
。

　
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て
使
う

お
金
１
億
４
４
６
９
万
円
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
４
億

１
９
１
７
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
度
実
質
収

２９

支
か
ら
　
年
度
実
質
収
支
を
引

２８

い
た
単
年
度
収
支
額
に
つ
い
て

は
１
億
２
４
３
４
万
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税

が
１
３
４
億
７
５
５
９
万
円
で

歳
入
全
体
の
　
・
６
㌫
を
占
め

３２

て
お
り
、
昨
年
度
の
１
３
４
億

８
１
４
９
万
円
に
比
べ
て
５
９

０
万
円
（
０
・
１
㌫
）
の
減
収

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
　
億
６２

４
７
０
８
万
円
で
昨
年

度
の
　
億
２
８
７
８
万

６１

円
に
比
べ
て
１
億
１
８

３
０
万
円
（
１
・
９
㌫
）

の
増
収
と
な
り
、
地
方

消
費
税
交
付
金
は
　
億
１９

１
６
０
４
万
円
で
昨
年

度
の
　
億
３
５
８
６
万

１９

円
に
比
べ
て
１
９
８
２

万
円
（
１
・
０
㌫
）
の

減
収
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
歳
出
の
　
・
９
㌫
を

４６

占
め
る
民
生
費
は
、
家

庭
的
保
育
の
実
施
に
伴

う
民
間
保
育
所
運
営
費

負
担
金
の
増
加
や
、
障

が
い
者
自
立
支
援
給
付

費
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
昨
年
度
に
比
べ
て

３
億
７
８
６
９
万
円

（
２
・
０
㌫
）
増
の
１

９
１
億
５
７
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら

引
き
続
き
実
施
し
た
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

健全化判断比率などを公表します

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基

づき、本市の平成２９年度決算における健全化判断

比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公

債費比率、将来負担比率）と資金不足比率を算定

しました。

　各指標の内容と算定結果は右表のとおりです。

●地方公会計における統一的な基準による財務書

類を公表しています

　平成２７年１月の総務省からの通知により、統一

的な基準による財務書類の作成が求められていま

す。

　本市においては、２８年度決算から統一的な基準

による財務書類を作成・公表しており、２８年度決

算分の財務書類は、市ウェブサイト（財政課の

ページ）でご覧いただけます。

　なお、２９年度決算の財務書類についても、作成

次第、市ウェブサイトで公表します。

て
替
え
や
 Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
 （
き
ら

ト

ピ

ッ

ク

め
き
創
造
館
）
の
整
備
に
よ
り

教
育
費
が
　
億
９
７
６
０
万
円

２０

（
　
・
４
㌫
）
増
の
　
億
３
３

４８

６４

５
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
特
別
会
計

　
国
民
健
康
保
険
事
業
、
介
護

保
険
事
業
な
ど
５
つ
の
特
別
会

計
の
う
ち
、
財
産
区
を
除
く
４

つ
の
特
別
会
計
に
対
し
て
、
一

般
会
計
か
ら
一
定
の
お
金
が
繰

り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
実
質
収
支
は
国

民
健
康
保
険
事
業
で
は
５
３
８

６
万
円
、
介
護
保
険
事
業
で
は

１
億
４
０
０
４
万
円
、
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
で
は
５
８
７
１

万
円
、
南
河
内
広
域
行
政
共
同

処
理
事
業
で
は
３
７
９
万
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
市
債
お
よ
び
　

　
　
　
基
金
残
高

　
道
路
整
備
や
公
共
施
設
建
設

な
ど
の
た
め
に
借
り
入
れ
る
市

債
の
残
高
は
、
前
年
度
よ
り
　１７

億
３
１
５
６
万
円
増
の
２
８
４

億
６
７
３
３
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
貯
金
に
当
た
る

基
金
の
残
高
は
、
前
年
度
よ
り

１
億
５
８
８
５
万
円
減
少
し
、

１
０
７
億
１
８
１
７
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。



４

水
道
事
業

　
水
道
事
業
収
益
（
収
益
的
収

入
）
は
、
昨
年
度
に
比
べ
て
０
・

８
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
給
水
収
益
に
つ
い
て
は
、

給
水
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り

昨
年
度
に
比
べ
１
・
３
㌫
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
費
用
（
収
益
的
支

出
）
は
減
価
償
却
費
や
受
水
費

の
増
加
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

昨
年
度
に
比
べ
て
５
・
０
㌫
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
収
益
的
収
支
は

２
億
５
１
５
４
万
円
の
純
利
益

が
生
じ
ま
し
た
。
前
年
度
繰
越

利
益
剰
余
金
１
億
３
２
３
０
万

円
と
、
そ
の
他
未
処
分
利
益
剰
余

金
変
動
額
５
億
４
０
０
０
万
円

を
合
わ
せ
た
　
年
度
末
の
当
年

２９

度
未
処
分
利
益
剰
余
金
は
、
９

億
２
３
８
４
万
円
と
な
り
ま

す
。
　
資
本
的
収
支
の
不
足
額
６
億

８
０
０
０
万
円
は
、
当
年
度
分

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
４

２
７
０
万
円
、
減
債
積
立
金
１

億
４
０
０
０
万
円
、
建
設
改
良

積
立
金
４
億
円
お
よ
び
過
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
９
７
３

０
万
円
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　
企
業
債
の
年
度
末
残
高
は
、

　
億
２
１
１
０
万
円
で
す
。

３１　
な
お
、
安
全
、 
強
 

き
ょ
う

 靭
 、
持
続

じ
ん

の
観
点
か
ら
、　

年
度
に
実
施

２９

し
た
主
な
工
事
な
ど
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
災
害
対
策
事
業

・
楠
風
台
三
丁
目
水
道
管
敷
設

替
え
工
事

・
中
佐
備
・
下
佐
備
河
南
送
水

管
お
よ
び
水
道
管
敷
設
替
え
工

事●
老
朽
化
対
策
事
業
　

・
高
辺
台
一
丁
目
水
道
管
敷
設

替
え
工
事

・
南
旭
ケ
丘
町
水
道
管
敷
設
替

え
工
事

・
横
山
水
道
管
敷
設
替
え
工
事

水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道
事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業

水
道
事
業
・・・・・・・・・・・・・・
下下下下下下下下下下下下下
水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道
事事事事事事事事事事事事事

下
水
道
事
業業業業業業業業業業業業業業

会会会会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計計計計
決決決決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算算算算
報報報報報報報報報報報報報

会
計
決
算
報
告告告告告告告告告告告告告告

平
成
　
年
度

２９

下
水
道
事
業

　
下
水
道
事
業
収
益
（
収
益
的

収
入
）は
昨
年
度
に
比
べ
て
９
・

５
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
使
用
料
収
益
に
つ
い
て
は
昨

年
度
に
比
べ
て
０
・
８
㌫
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
費
用（
収
益
的
支

出
）は
減
価
償
却
費
の
減
少
な
ど

の
影
響
に
よ
り
昨
年
度
に
比
べ

て
９
・
６
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
収
益
的
収
支
は

２
億
８
４
３
６
万
円
の
純
利
益

が
生
じ
ま
し
た
。
前
年
度
繰
越

利
益
剰
余
金
の
１
１
６
７
万
円

と
、
そ
の
他
未
処
分
利
益
剰
余

金
変
動
額
１
億
７
７
３
８
万
円

を
合
わ
せ
た
　
年
度
末
の
当
年

２９

度
未
処
分
利
益
剰
余
金
は
、
４

億
７
３
４
１
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
資
本
的
収
支
の
不
足
額
　
億
１０

６
０
７
８
万
円
は
、
当
年
度
分

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
４

０
２
５
万
円
、
減
債
積
立
金
１

億
７
７
３
９
万
円
、
当
年
度
分

損
益
勘
定
留
保
資
金
７
億
２
７

０
６
万
円
お
よ
び
当
年
度
利
益

剰
余
金
処
分
額
１
億
１
６
０
８

万
円
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　
企
業
債
の
年
度
末
残
高
は
１

７
２
億
３
５
２
万
円
で
す
。

◆
未
整
備
地
域
の
早
期
解
消
を

め
ざ
し
て

　
下
水
道
事
業
は
、
公
共
下
水

道
事
業
と
浄
化
槽
整
備
推
進
事

業
の
２
つ
の
手
法
を
活
用
し
、

生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
投
資
を
抑
制

し
、
効
率
性
の
高
い
浄
化
槽
を

併
用
す
る
こ
と
で
、
本
市
の
生

活
排
水
対
策
全
体
の
財
政
リ
ス

ク
の
低
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
に
実
施
し
た
主
な
工

２９
事
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業

・
大
井
処
理
区
（
９
・
　

㌶
）

４６

の
汚
水
面
整
備

・
狭
山
処
理
区
（
１
・
　

㌶
）

４５

の
汚
水
面
整
備

・
狭
山
処
理
区
の
既
設
 管
  渠
 の

か
ん
 
き
ょ

長
寿
命
化
対
策
工
事

※
　
年
度
末
の
処
理
区
域
内
人

２９
口
は
、　

万
１
４
５
８
人
（
昨

１０

年
度
　
万
２
０
７
２
人
）
で
、

１０

人
口
普
及
率
は
、　
・
１
㌫
（
昨

９０

年
度
　
・
８
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。

８９

●
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業

・
　

基
の
浄
化
槽
を
設
置

１８
問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
総
務

課
（
内
線
２
５
８
）



５

　
市
政
や
公
益
に
関
し
て
功
績

の
あ
っ
た
人
と
団
体
を
　
月
３

１１

日
の
文
化
の
日
に
、
す
ば
る

ホ
ー
ル
で
表
彰
し
ま
す
。
表
彰

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
功
労
賞

自
治
振
興
功
労
賞

阪
井
　
千
鶴
子
　
平
町

竹
綱
　
啓
一
　
　
東
板
持
町

中
本
　
正
敏
　
　
大
阪
市

東
野
　
和
夫
　
　
大
阪
市

特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
ん
だ

ば
や
し
国
際
交
流
協
会

富
田
林
・
ベ
ス
レ
ヘ
ム
姉
妹
都

市
協
会

教
育
文
化
功
労
賞

上
田
　
貴
広
　
　
常
盤
町

大
山
口
　
公
治
　
向
陽
台

金
子
　
正
比
古
　
高
辺
台

土
居
　
将
晃
　
　
若
松
町

備
後
　
碩
夫
　
　
富
美
ケ
丘
町

松
居
　
嘉
吉
　
　
寺
池
台

富
田
林
寺
内
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
会

公
安
防
災
功
労
賞

浅
野
　
貞
夫
　
　
中
野
町

下
山
　
正
　
　
　
高
辺
台

福
嶋
　
勝
利
　
　
若
松
町
　

産
業
振
興
功
労
賞

里
井
　
孝
至
　
　
中
野
町
東

福
祉
衛
生
功
労
賞

有
冨
　
哲
碩
　
　
寺
池
台

岩
﨑
　
健
二
　
　
梅
の
里

内
垣
　
誠
　
　
　
寺
池
台

岸
下
　
京
子
　
　
藤
沢
台

北
井
　
雄
二
郎
　
梅
の
里

 
　
仁
性
　
　
　
桜
井
町

仲
野
　
務
　
　
　
若
松
町

西
 
　
利
和
　
　
向
陽
台

平
井
　
俊
博
　
　
山
中
田
町

堀
野
　
俊
男
　
　
津
々
山
台

前
田
　
登
志
子
　
錦
織
南

宮
本
　
里
美
　
　
中
野
町

 
田
　
加
世
子
　
寺
池
台

い
き
い
き
健
友
会
　
　

喫
茶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ご
み

木
戸
山
町
地
区
福
祉
委
員
会

ト
ン
ボ

●
善
行
賞

漁
野
　
臣
代
　
　
藤
沢
台

問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課
（
内
線

３
１
２
）

平成30年度

功績をたたえ28人と
７団体を表彰

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰市表彰式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

●法務大臣表彰を受賞

　１０月２２日、本市の人権擁護委員の

池田　義尊さんが法務大臣表彰を受

賞されました。池田さんは、平成１７

年より人権擁護委員として、人権相

談や人権啓発活動に広く積極的に従

事するなど、地域における人権擁護

活動に長年貢献されています。

問い合わせ　人権政策課（内線４７２）

　
本
市
で
は
、
８
月
　
日
か
ら

２９

同
基
本
方
針
の
素
案
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
、
実
施
期
間
を

　
月
　
日

ま
で
延
長
し
ま
す
。

１１

１６

◇
素
案
の
閲
覧
方
法
　
　
月
　

１１

１６

日

ま
で
、
市
役
所
（
情
報
公

開
課
、
こ
ど
も
未
来
室
お
よ
び

教
育
指
導
室
）、
金
剛
連
絡
所
、

中
央
・
金
剛
図
書
館
、
中
央
・

金
剛
・
東
公
民
館
、
人
権
文
化

セ
ン
タ
ー
、 
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
 （
き

ト

ピ

ッ

ク

ら
め
き
創
造
館
）、
す
ば
る

ホ
ー
ル
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

（
市
民
会
館
）、
総
合
福
祉
会

館
、
け
あ
ぱ
る
、
か
が
り
の
郷
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
民
総
合
体

育
館
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、

き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
市

立
幼
稚
園
、
市
立
保
育
園
ま
た

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す

「
市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
あ
り
方
基
本
方
針

「
市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
の
あ
り
方
基
本
方
針
」」

の
素
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
素
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
のの

実
施
期
間
を

月

日

ま
で
延
長
し
ま

実
施
期
間
を
　
月
　
日

ま
で
延
長
し
ま
すす

１１１１

１６１６

◇
意
見
な
ど
の
提
出
方
法
　
　１１

月
　
日

（
消
印
有
効
）
ま
で

１６
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

ご
意
見
を
記
入
し
、
は
が
き
、

封
書
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で

５
８
４
・
８
５
１
１
常
盤

町
１
の
１
　
こ
ど
も
未
来
室

〔

　
８
９
７
６
・
Ｅ
メ
ー
ル

(２４)

k
o
d
o
m
o
@
c
ity
.to
n
d
a
b
a
y

 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
 
 
 
 
 
 a

 

sh
i.lg
.j

  
    
  

p

 
〕
へ

※
直
接
持
参
も
可
。
電
話
で
の

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、

反
映
で
き
る
よ
う
に
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
個
別
に

回
答
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
０
）、
教
育
指
導

室
（
内
線
３
６
９
）

金剛きらめきイルミネーション2018・     
金剛バル★Winter Landを開催

●金剛きらめきイルミネーション2018

　色鮮やかなイルミネーションで、金剛ショッピング

モール（寺池台一丁目９の６０）付近から南海高野線「金

剛駅」までの歩道を飾ります。

　なお、昨年に引き続き、「大阪・光の 饗 
きょう

 宴 ２０１８」に参加
えん

し、光のプログラムとして連携しています。

とき　１１月２５日～平成３１年１月２０日　※１１月２５日

、午後５時３０分～、点灯式を開催（雨天決行予定）。

●金剛バル★Winter Land＆子ども向けイベント

　点灯式当日に、金剛中央公園（久野喜台二丁目２）で、

同バルが開催されます。また、久野喜台１号公園（久野

喜台二丁目１２）で、子ども向けのイベントも実施します

ので、ぜひお越しください。

とき　１１月２５日、午後３時～８時

内容　ステージでの発表、バルの出店など

問い合わせ　商工観光課（内線483）

大阪の夜を彩る「光のミュージアム」

　大阪・光の 饗 
きょう

 宴 ２０１８は「御堂筋イルミネーション２０１８」
えん

と「ＯＳＡＫＡ光のルネサンス２０１８」をコアプログラム

に府内各地で光のプログラムを開催します。

御堂筋イルミネーション2018

とき　１１月４日～１２月３１日

ＯＳＡＫＡ光のルネサンス2018

とき　１２月１４日～２５日

問い合わせ　大阪・光の饗宴実行委員

会事務局〔０６(６９１０)１１５６〕



６

　
平
成
　
年
４
月
よ
り
保
育
所

３１

へ
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
を
次

の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

■
入
所
基
準
　
保
護
者
の
い
ず

れ
も
が
次
の
条
件
に
あ
る
場
合

（
た
だ
し
、
そ
の
児
童
を
保
育

で
き
る
人
が
い
る
場
合
を
除
き

ま
す
）

・
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

・
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
日

常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て

い
る

・
出
産
前
後
（
お
お
む
ね
８
週

間
）

・
病
気
や
け
が
、
ま
た
は
心
身

に
障
が
い
が
あ
る

・
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
気

の
人
や
心
身
に
障
が
い
の
あ
る

人
が
い
る
た
め
常
時
介
護
を
し
て

い
る（
別
居
親
族
の
介
護
含
む
）

・
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害

に
よ
り
そ
の
復
旧
に
あ
た
っ
て

い
る

※
そ
の
他
、
求
職
活
動
や
職
業

訓
練
、
通
学
な
ど
も
入
所
基
準

に
該
当
し
ま
す
。

■
申
込
書
の
配
布
　
　
月
８
日

１１


～
、
こ
ど
も
未
来
室
、
各
保

育
所
、
各
家
庭
的
保
育
事
業
施

設
、
金
剛
連
絡
所
で
配
布

■
必
要
書
類
　
入
所
申
込
書
、

保
育
を
必
要
と
す
る
証
明
書

（
就
労
証
明
な
ど
）、
児
童
健
康

問
診
票
、
家
庭
の
状
況
届
な
ど

※
保
育
を
必
要
と
す
る
証
明
書

は
、
　

歳
未
満
の
同
居
の
祖
父

６５

母
に
つ
い
て
も
必
要
で
す
。

※
求
職
活
動
で
の
申
し
込
み
の

場
合
は
、
求
職
活
動
内
容
が
確

認
で
き
る
書
類
と
１
カ
月
以
上

の
活
動
報
告
が
必
要
で
す
。

■
受
け
付
け
と
面
接

・
第
１
次
＝
　
月
７
日

～
　

１２

２０

日


・
第
２
次
＝
　
年
１
月
　
日


３１

１５

マイナンバーカードの日曜交付

　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次

の日程で開設します。申請者本人がお越しくだ

さい。

とき　１１月４日、１２月２日、午前９時～正午

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コーナー）

※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

コンビニ交付サービスが一時休止し
ます

　本市では、マイナンバーカードを利用した証

明書の「コンビニ交付サービス」を実施してい

ます。同サービスでは、住民票の写しや印鑑登

録証明書、市・府民税証明書（現年度分）の発

行ができますが、次の日は、システム点検のた

め、一時休止になりますのでご注意ください。

休止日　１１月２３日

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１)、課税課（内

線１１７）

11月１日より、市役所１階に      
自動写真撮影機を設置します 

利用時間　月～金曜日、午前９時～午後５時３０

分（祝日、年末年始は除く）

料金　証明写真用スタンダード＝８００円、証明

写真用肌美人スーパー（美肌モード）＝９００円、

市オリジナル記念写真（ポストカードサイズ）

＝２００円

※市オリジナル記念写真は、婚姻などの記念と

なる日に２人で写真を撮影し、思い出のオリジ

ナル記念写真を作成していただけます。

●自動写真撮影機を利用してマイナンバーカー

ドの申請ができます 

　通知カードの下部にあるマイナンバーカード

申請書のＱＲコードを読み取らせる手続きが必

要です（住所、名前に変更がある人は申請でき

ません）。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３５)

積
２
万
４
６
２
４
・
　

平
方
㍍

８８

（
別
棟
な
ど
を
含
む
）
で
、
病

床
数
は
２
６
０
床
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
実
施
設
計
に
基
づ
き
、

病
院
の
本
体
工
事
に
　
年
１
月

３１

よ
り
着
工
し
、　

年
　
月
の
完

３３

１０

成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

　
平
成
　
年
度
に
完
成
し
た
基

２９

本
設
計
を
基
に
、
各
部
の
仕
様

な
ど
実
際
の
工
事
に
必
要
な
事

項
を
定
め
た
実
施
設
計
が
完
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
設
計

さ
れ
た
新
病
院
は
、
延
べ
床
面

～
２
月
　
日


１５

※
い
ず
れ
も
市
役
所
２
階
こ
ど

も
未
来
室
で
受
け
付
け
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）。
た

だ
し
、　

月
　
日

と
　
日


１２

１５

１６

は
受
け
付
け
ま
す
。

※
子
ど
も
を
同
伴
し
、
母
子
健

康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
所
の
承
諾
　
入
所
基
準
に

よ
り
、
第
1
次
受
け
付
け
分
か

ら
順
次
選
考

※
第
2
次
受
け
付
け
は
、
残
り

の
枠
で
の
選
考
と
な
り
ま
す
。

■
結
果
通
知
　
第
１
次
受
け
付

け
分
は
　
年
１
月
下
旬
に
、
第

３１

２
次
受
け
付
け
分
は
３
月
中
旬

に
通
知

※
な
お
、
定
員
に
余
裕
の
な
い

場
合
な
ど
は
、
待
機
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
２
、
２
９
４
）

平
成
　
年
度

３１

保
育
所
入
所
者
の
受
け
付
け

友
達
い
っ
ぱ
い
楽
し
い
保
育

友
達
い
っ
ぱ
い
楽
し
い
保
育
所所

平成33年10月完成に向け平成33年10月完成に向けてて

31年１月に着工しま31年１月に着工しますす

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病富田林病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建ててててててててててててててててててててて替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替えええええええええええええええええええええ事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事建て替え事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

※この図は予想図であり、完成とは違う部分

もあります。



７

■
住
宅
な
ど
の
耐
震
診
断
・

改
修
補
助
制
度

補
助
対
象
　
昭
和
　
年
５
月
　

５６

３１

日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住

宅補
助
額

◆
耐
震
診
断
＝
診
断
費
用
の
　１０

分
の
９
の
額
（
上
限
４
万
５
０

０
０
円
）

※
一
般
的
な
住
宅
で
は
自
己
負

担
約
５
０
０
０
円
で
耐
震
診
断

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
耐
震
工
事
＝
工
事
費
用
の
３

分
の
１
の
額
（
上
限
１
０
０
万
円
）

※
昭
和
　
年
５
月
　
日
以
前
に

５６

３１

建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
以
外
の

耐
震
診
断
補
助
に
つ
い
て
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤

去
工
事
の
補
助
制
度

補
助
期
間
　
平
成
　
年
３
月
　

３２

３１

日

ま
で

補
助
対
象
　
不
特
定
の
人
が
通

行
す
る
道
に
面
す
る
高
さ
　
㌢
６０

以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

補
助
額
　
次
の
①
と
②
を
比
較

し
て
、
い
ず
れ
か
低
い
額
に
３

分
の
２
（
指
定
通
学
路
沿
い
は

　
分
の
　
）
を
乗
じ
た
額
（
上

１０

１０

限
　
万
円
）

３０
①
撤
去
に
要
し
た
費
用

②
撤
去
面
積
１
平
方
㍍
当
た
り

１
万
円
を
乗
じ
た
額

※
工
事
な
ど
の
着
手
前
に
補
助

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
4
3
8
）

平成30年台風21号における
「災害復旧支援金」を受け付け
ています

　９月４日に最接近した台風２１号に

より、本市の広い範囲で甚大な被害

が発生しました。本市では一日も早

い復旧に向けて鋭意取り組むととも

に、ふるさと 寄  附 金制度を活用した
き ふ

災害復旧支援金を受け付けています。

　皆さんからお寄せいただいた支援

金は、公共インフラの応急復旧など

に充てさせていただく予定です。

受付期間　１２月３１日まで

※詳しくは、ふるさとチョイス災害

支援ホームページ〔https://www.fu

rusato-tax.jp/saigai/detail/５７５〕をご

覧ください。

問い合わせ　都市魅力創生課（内線

４２０）

市消防職員採用資格試験を実施します

試験職種と受験資格および採用予定人数　

■第１次試験　

試験日　１１月２５日

試験会場　市消防本部

試験内容　総合適性検査、集団面接試験、体力テ

スト

実施要綱などの交付　１１月１６日（土・日曜日を

除く、午前９時～午後５時３０分）まで、市消防本

部消防総務課、人事課、金剛連絡所で交付

※市ウェブサイトからダウンロードもできます。

申し込み　申込書に必要事項を記入し、１１月５日

～１６日（土・日曜日を除く、午前９時～午後

５時３０分）に、市消防本部消防総務課へ提出して

ください（郵送可、１１月１６日までの消印有効）。

※性別・国籍は問いませんが、日本国籍を有しな

い人は、職務に従事可能な在留資格がなければ採

用されません。また、従事できる職務に制限があ

ります。

衛

疫

鋭

益

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

　
ま
ち
づ
く
り
は
、
暮
ら
し
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
関

係
す
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
担
い
手
と
な
っ
て
、
身

近
な
こ
と
か
ら
活
動
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
活
動
の
積
み
重
ね
が
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
第
３
回
目
と
第

４
回
目
（
最
終
回
）
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
①
　
月
８
日

、
午
後

１２

１
時
～
４
時
、
②
平
成
　
年
１

３１

月
　
日

、
午
前
　
時
～
正
午

２６

１０

と
こ
ろ
　
①
寺
池
公
園
（
寺
池

台
四
丁
目
４
）、
②
金
剛
連
絡

所
２
階
大
ホ
ー
ル

内
容
　
①
自
然
遊
び
を
通
じ
て

公
園
の
活
用
方
法
を
考
え
る
、

②
企
画
か
ら
発
信
ツ
ー
ル
ま
で

情
報
発
信
の
基
本
を
学
ぶ

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

興
味
が
あ
り
、
①
②
と
も
参
加

で
き
る
高
校
生
以
上
の
人

※
金
剛
地
区
（
高
辺
台
、
久
野

～

ひ

と

を
つ

く

り
　

ま

ち

を
つ

く

る

～

喜

台
、
寺

池

台
）
を

主

な

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
実
践
し
て
い
た
だ
け

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

定
員
　
５
人
　
受
講
料
　
無
料

持
ち
物
　
①
飲
み
物
、
軍
手
、

②
筆
記
用
具
　
※
①
は
動
き
や

す
く
、
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
　
月
　
日

（
消

１１

２２

印
有
効
）
ま
で
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（


５
８
４
・
８
５
１
１
常
盤
町
１

の
１
）〔（
内
線
４
５
２
）
・

　(２４)

０
２
６
９
・
Ｅ
メ
ー
ルm

a
tid
u

k
u
ri@
c
ity
.to
n
d
a
b
a
y
a
s
h
i.

lg
.jp

〕
へ
（
郵
送
、
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
申
し
込
み
可
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
。

結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講
座

第
３
・
４
回

住まい住まいやや
ブロックブロック塀塀
などの点検などの点検をを
～補助制度～補助制度をを
ご利用くださいご利用ください～～



８

防火図画コンクール入賞・入選作品決定

　同コンクールは、市消防本部と防火協会が「火の用心」を呼

び掛けるため、管内小・中学校の児童・生徒を対象に、毎年実

施しています。今年は、６５３点の応募の中から最優秀賞２点、入

賞・入選５５点の作品が選ばれました。

最優秀賞

・浅田　恵衣さん（高辺台小学校５年生）

・藤井　爽さん（明治池中学校２年生）

　この２点を「秋の火災予防運動」のポスターとして使用し、

公共施設や事業所などに掲示します。

問い合わせ　市消防本部予防課〔(２３)１１２４〕

第32回「まちの樹・緑」図画コンクール入賞作
品決定

　（一財）市公園緑化協会では、市内小学校の児童を対象に、同

コンクールの作品を募集したところ、６５７

点もの応募があり、審査の結果、最優秀賞

１点、金賞６点、銀賞１０点、銅賞１３点の入

賞が決まりました。

最優秀賞　

・石川　愛翔さん（富田林小学校３年生）

金賞　

・萬谷　日菜さん（彼方小学校１年生）

・佐藤　未咲さん（藤沢台小学校２年生）

・永田　蒼裕さん（寺池台小学校４年生）

・宮﨑　愛彩さん（高辺台小学校４年生）

・植野　安結さん（喜志西小学校６年生）

・井上　沙恵さん（小金台小学校６年生）

※入賞作品を１１月４日までけあぱる、１２日から２７日まで

南河内府民センターに展示します。また、市内の公共施設に入

賞作品と緑の情報を掲載した啓発冊子「グリーン・あい第９０号」

を備え付けていますので、ぜひご覧ください。

問い合わせ　同協会（内線４０９）

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
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壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

▲

藤
井
さ
ん
の
作
品▲浅田さんの作品

　
本
市
で
は
、
　

歳
を
迎
え
た

２０

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
門
出
を

祝
っ
て
、
平
成
　
年
１
月
　
日

３１

１４


に
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
の
式
典
に
お
い
て
、
舞

台
上
で
次
の
こ
と
を
し
て
い
た

だ
け
る
新
成
人
を
募
集
し
ま

す
。

①
花
束
お
よ
び
記
念
品
を
受
け

取
る
人
＝
男
女
各
3
人

②
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
を
述
べ

る
人
＝
男
女
各
1
人

対
象
者
　
平
成
　
年
４
月
２
日

１０

～
　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

１１
れ
た
人
で
、　

月
　
日

、
午

１２

１３

後
７
時
～
、 
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
 （
き

ト

ピ

ッ

ク

ら
め
き
創
造
館
）
で
開
催
す
る

説
明
会
に
参
加
で
き
る
人

申
し
込
み
　
　
月
　
日

（
必

１１

２９

着
）
ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
①
ま
た
は

②
の
希
望
を
記
入
し
、

５
８

４
・
８
５
１
１
常
盤
町
１
の
１

生
涯
学
習
課〔

　
８
０
５
６
〕

（２６）

へ
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽

選
）

成人式式成人式式典典

での登壇での登壇者者

を募を募集集

民生委員・児童委員の退任

　次の地域は、民生委員・児童委員が欠員となりました

ので、お困りの際は、地域福祉課までお問い合わせくだ

さい。

●新堂地区　府営清水住宅５・７～１１棟

●錦織地区　須賀台（須賀一丁目１７番の一部～３５番・二

丁目３６番の一部）

問い合わせ　地域福祉課（内線２８４）

　
本
市
で
は
、
平
成
　
～
　
年

３１

３３

度
の
物
品
の
買
い
入
れ
、
修
理

お
よ
び
売
り
払
い
と
管
理
等
業

務
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
新
規
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
契
約
検
査
課
で

申
請
の
提
出
要
領
を
受
け
取
る

か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
ののののののののののののののののののののの
買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務

物
品
の
買
い
入
れ
、
管
理
等
業
務
のののののののののののののののののののののの

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札札
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格
審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申
請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
をををををををををををををををををををををを

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

新
規
受
け
付
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
要
領
の
交
付
は
　
月
１
日

１１


か
ら
で
す
（
契
約
検
査
課
で

の
交
付
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
分
）。

３０　
ま
た
、
上
下
水
道
事
業
の
入

札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合

も
、
契
約
検
査
課
で
受
け
付
け

ま
す
。

※
現
在
登
録
し
て
い
る
場
合

も
、
平
成
　
年
度
以
降
に
引
き

３１

続
き
入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る

人
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～満天の星空で運命の出会い～                     
プラネタリウムコン in すばるホール

　本市では、結婚を真剣に考える若者世代に出会いの場を

提供し、結婚へのきっかけとしていただくとともに、将来

結婚された際には、優良な居住環境の下で安心して子育て

ができる本市への定住を働き掛けるため、本市主催の婚活

パーティーを平成３０年度中に複数回開催します。

　このたび、プラネタリウムを楽しみながら、異性と交流

できるイベントを次のとおり開催しますので、ぜひご参加

ください。

とき　１２月１５日、午後５時３０分～８

時３０分（午後５時～受け付け）

ところ　すばるホール

対象者　結婚を真剣に考える２０歳から

おおむね４０歳までの人

定員　男女各２０人　参加費　２１００円

申し込み　１１月１２日～、㈱トータルマリアージュサポー

ト〔０５０(３５３９)３８３７〕へ（申し込み先着順）

※事業に関するお問い合わせは都市魅力創生課（内線４２０）

へ。

 良  品  彩  々 ～リユース展
イイ モノ イロ イロ

とき　１１月２６日～２８日、午前９時～午後５時

ところ　市役所１階ロビー

内容　リサイクル家具の展示・抽選会（抽選会を１１月２８日

、午後１時に実施、市内在住の来場者が対象で２８日の正

午までに応募が必要です。一人一点まで）、リサイクル品

のお持ち帰りコーナー（不用となった植木鉢や図書などを

無料配布します。ただし、お一人のお持ち帰り数には限り

があります）、資源ごみの分別クイズ、啓発コーナー

問い合わせ　衛生課（内線１４８）

第35回富田林商工祭

とき　１１月１８日、午前１０時～午後２時３０分（荒天中止）

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　青果の即売、管内事業所による即売、南河内特産品

の販売、イベント、うまいものコーナーなど

問い合わせ　富田林商工会〔(２５)１１０１〕

2018市農業祭

　今年も農業祭を開催します。家族や友人と一緒に、気軽

にご来場ください。

とき　１１月２３日、午前９時～午後２時３０分（荒天中止）

ところ　石川河川敷川西グラウンド

内容　富田林産の新鮮な野菜や果物、花などの即売、大鍋

で煮た富田林特産の「えび芋」入り豚汁の振る舞い（午前

１１時３０分ごろ～、数量限定）など

※駐車場が大変少ないため、会場へはできるだけ公共交通

機関をご利用ください。

問い合わせ　ＪＡ大阪南大伴営農経済センター〔(２５)９３１１〕、

農業振興課（内線４４３）

第９回とんだばやし認知症市民フォーラム          
～広げよう認知症予防、活用しよう在宅医療～

　認知症は、糖尿病などの生活習慣病がリスクを高める要

因の一つであることから、早い段階からの食生活の改善や

適切な運動を日々の生活で実践することが大切です。

　今回のフォーラムでは、幅広い世代

の人に生活習慣病対策や認知症につい

て理解していただくため、子どもたち

の読書感想文の発表や医療従事者によ

る講演を通じて、生活習慣病や認知症

の予防方法と住み慣れたまちで安心し

て暮らし続けるために活用できる在宅医療について紹介し

ます。

とき・内容　１１月１７日

◎午後０時３０分～１時３０分

ロコモ度テスト、血糖・血圧測定、もの忘れ簡易チェック

テスト、糖尿病食・介護食試食、服薬ゼリー体験、健康・

介護・栄養相談、パネル展示

◎午後２時～

・認知症に関する小・中学生の読書感想文の発表と表彰

・パネルディスカッション「今日からできる！認知症予防

のポイント」

・講演「富田林市における在宅医療について～認知症に

なっても安心して暮らすためには～」

ところ　すばるホール４階銀河の間

定員　４００人（当日、直接会場へ）　

参加費　無料

問い合わせ　高齢介護課（内線1８９）

男女共同参画フォーラム分科会

　男女が性別による固定的な役割分担にとらわれず、それ

ぞれの個性と能力を十分発揮できるような社会づくりをめ

ざして、同分科会を開催します。

とき　１２月８日、午前１０時～１１時４５分

ところ　すばるホール

内容　①橋本　智子さん（弁護士）による講演「男女が共

に安心して暮らせる地域を！セクハラパワハラのない社会

に！」、②北川　知子さん（大阪教育大学非常勤講師）によ

る朗読、講演「在日外国人女性発“わたしのきもち”を伝

えたい」

定員　①②各４０人　

※託児あり（定員①②各５人、おおむね２歳～就学前の幼

児対象、１１月６日～２９日に人権政策課（内線４７４）へ、申

し込み先着順）。　

参加費　無料

申し込み　いずれも１１月６日～、①は増永さん（富田林

の女性問題を考える会）〔０９０(１９５６)９４４８〕、②は金さん（Ｎ

ＰＯ法人とんだばやし国際交流協会）〔(２４)２６２２〕へ（申

し込み先着順）

問い合わせ　人権政策課（内線４７４）
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11月は労働保険適用促進強化期間です

　労働者を１人でも雇っている事業主は、必ず労働保険

（①労災保険、②雇用保険）に加入しなければなりません。

まだ加入していない事業主は、①は労働基準監督署、②は

公共職業安定所（ハローワーク）で手続きをしてください。

問い合わせ　①羽曳野労働基準監督署〔０７２(９４２)１３０９〕、

②ハローワーク河内長野〔(５３)３０８１〕

秋の全国火災予防運動

　火災が発生しやすくなる季節を迎え、防火の重要性を理

解していただくため、１１月９日～１５日の間、「忘れてな

い？　サイフにスマホに　火の確認」を標語に、全国一斉

に秋の火災予防運動が実施されます。

　市消防本部では、「安全・安心なまち」をめざして、火災

防止対策を重点に巡回広報活動などを実施します。

問い合わせ　市消防本部予防課〔(２３)１１２４〕

廃棄物の野積み、野焼き、不法投棄は犯罪です

　１１月は産業廃棄物不適正処理防止推進強化月間です。

　土地の所有者・管理者が、土地の管理を適切にしていな

かったり、安易に土地を貸したりした結果、廃棄物が不法

投棄されたり、埋め立てられたりして、周りの生活環境に

支障を及ぼすことがあります。

　このような場合、土地所有者などが多額の費用を負担し

て撤去しなければならなくなるケースもあります。このよ

うな事態にならないよう、土地の状況を定期的に監視する

など管理を徹底しましょう。また、土地を他人に貸すとき

は用途を十分確認し、書面で契約を結ぶようにしましょう。

問い合わせ　府産業廃棄物指導課〔０６(６２１０)９５７２〕

農地を相続した場合は届け出を

　農地を相続した場合は、農業委員会に対して届け出が必

要です。

■届け出に必要な書類

・農地法第３条の３第１項に規定されている届出書

・相続登記済みの登記事項証明書など相続したことを確認

できる書面

※届け出の期限は、相続があったときからおおむね１０カ月

以内です。詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　農業委員会事務局（内線４４４、４４９）

住生活総合調査へのご協力のお願い

　１２月１日、全国で住生活総合調査が実施されます。

　この調査は、住生活基本法にもとづく住生活の安定・向

上にかかる総合的な施策を推進する上で必要となる基礎資

料を得ることを目的としています。

　今回は、１０月に実施された住宅・土地統計調査に回答い

ただいた世帯の中から一部を選び、全国で約１２万世帯を対

象に実施します。１１月下旬からポスティングにより調査票

を配布しますので、ご協力をお願いします。

問い合わせ　平成３０年住生活総合調査事務局〔０１２０(４６７)０６０〕

創業をみえるカタチに                                  
事業計画書策定セミナー

とき　１２月１３日、１８日、午後７時～９時（全２回）

ところ　富田林商工会館

内容　創業する事業のコンセプトや戦略づくり、数字から

見る事業計画書の立て方

定員　20人　参加費　無料　　

申し込み　１１月１２日～、商工観光課（内線４８２）、または

富田林商工会〔(２５)１１０１〕へ（申し込み先着順）

「働き方改革」「ＢＣＰ」推進セミナー

とき　１１月２９日、午後１時～４時３０分

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　大規模災害やサイバーセキュリティ事故などのさま

ざまな危機が発生したときのためにＢＣＰに取り組む重要

性について、「働き方改革」の実施を受けて労働環境改善に

向けた取り組みについて

定員　１２０人　参加費　無料　　

申し込み　１１月６日～、富田林商工会〔(２５)１１０１〕へ（申

し込み先着順）　

介護就職デイ2018

　介護関係の仕事の面接会と相談会を開催します。

とき　１１月１９日、２０日、午後２時～４時

ところ　ハローワーク河内長野２階大会議室（河内長野市

昭栄町７の２）　※当日、直接会場へ。

参加企業　各５社　

持ち物　履歴書、ハローワークカード　※複数の企業と面

接される人は履歴書を複数ご用意ください。

問い合わせ　ハローワーク河内長野〔(５３)３０８１〕

職業訓練ガイダンス

とき　１１月２日、３０日、１２月２５、午後２時～４時

ところ　ハローワーク河内長野（河内長野市昭栄町７の２）

内容　職業訓練制度の説明、学校紹介、個別面談

定員　各２６人　参加費　無料

参加訓練施設　５校

※申し込み方法など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　ハローワーク河内長野〔(５３)３０８１〕

働き方改革推進セミナー

とき　１２月５日、午後２時～４時３０分

ところ　大阪狭山市役所（大阪狭山市狭山一丁目２３８４の１）

内容　働き方改革関連法案の概要説明、働き方改革に伴う

労働関係法令や労働時間制度の周知、助成金などの各種支

援制度について

対象者　中小企業経営者、労務管理担当者、労働者、その

他関心のある人

定員　５０人　参加費　無料

申し込み　１１月６日～、府総合労働事務所南大阪セン

ター〔０７２(２７３)６１００〕へ（申し込み先着順）
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11月は児童虐待防止推進月間です               

～未来へと 命を 繋 ぐ 189（いちはやく）～   
つな

児童相談所全国共通ダイヤル〔 189 〕へ
いちはやく

　児童虐待とは、親または親に代わる保護者が子どもの心

身を傷つけるなど、健全な成長や発達を妨げる行為のこと

をいいます。本市では、関係機関が連携し、

「要保護児童対策地域協議会」を設置し、虐

待の防止や状況の改善に努めています。

身近にこんな子どもはいませんか

○不自然なあざや傷がある

○衣服や体がいつも汚れている

○暗くなっても外を歩き回り家に帰りたがらない

○長時間、外やベランダなどに出されている

　児童虐待の早期発見には、皆さんからの通告が必要で

す。通告者や相談者のプライバシーは厳守されますので、

虐待を受けていると思われる子どもを見つけたときやご自

身が子育てなどで悩んだときは、次の機関にご連絡くださ

い。

■児童相談所全国共通ダイヤル〔１８９、３６５日、２４時間〕

■子どもの虐待ホットライン（相談専用）〔０６(６７６２)００８８、

祝日、年末年始を除く月～金曜日、午前１１時～午後５時〕

■こども未来室（内線２０６～２０８、祝日、年末年始を除く月

～金曜日、午前９時～午後５時３０分）

問い合わせ　こども未来室（内線２０７）

女性に対する暴力をなくす運動

　夫・パートナーからの暴力（ＤＶ）や性犯罪、ストーカー

行為、セクシュアル・ハラスメントなど女性に

対する暴力は、女性の人権を著しく侵害し、男

女共同参画社会を形成していく上で克服すべき

重要な課題です。

　内閣府では、１１月１２日～２５日の２週間、女性に対す

る暴力の問題に関する取り組みを一層強化し、人権尊重の

ための意識啓発や教育の充実を図ります。

　本市では、同運動に合わせて「特設女性のための電話相

談」などを実施します。

●特設女性のための電話相談

とき　１１月２７日、午前１０時～午後６時　

電話番号　〔(２３)０５６７〕

※毎月第１・２金曜日と第３・４火曜日に「女性のための

電話相談」を実施しています。日程・時間などは、２２ペー

ジ「今月の相談」をご覧ください。

問い合わせ　人権政策課（内線４７４）

●全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

　法務省の人権擁護機関では、人権擁護委

員、法務局職員による電話相談を次のとおり

実施します。

とき　１１月１２日～１８日、午前８時３０分～

午後７時（土・日曜日は午前１０時～午後５時）

電話番号　〔０５７０(０７０)８１０〕

問い合わせ　大阪法務局人権擁護部〔０６(６９４２)９４９６〕

11月は自転車マナーアップ強化月間です！
～自転車などの放置はやめましょう～

　みんなが使用する道路に自転車などを放置すると、街の

美観を損ねるだけでなく、歩行者や緊急車両の活動の妨げ

となります。人の迷惑にならないよう、道路上に自転車や

ミニバイクなどを放置しないようにしましょう。

　本市では、各駅周辺の道路に「自転車等放置禁止区域」

を指定し、区域内に放置されている自転車やミニバイクを

保管所へ撤去・移送しています。

　１１月は自転車などの放置防止の強化月間として、駅前放

置自転車クリーンキャンペーンを実施し、放置自転車など

の撤去・移送を強化します。

　撤去された自転車やミニバイクなどは、「第１自転車等保

管所」（若松町東一丁目６の２７〔(２６)３２３３〕）で返還していま

すが、返還時に次のとおり移送・保管費用をいただきます。

・自転車　１５００円

・ミニバイク　２０００円

※同保管所の地図および自転車等放置禁止区域は、市ウェ

ブサイトをご覧ください。

問い合わせ　道路交通課（内線４１６）

11月25日～12月１日は犯罪被害者週間です

　期間中、犯罪被害者などが置かれている状況や、犯罪被害

者などの名誉や生活の平穏への配慮の重要性などについて、

理解を深めることを目的に啓発事業などを実施します。

　また、認定ＮＰＯ法人大阪被害者支援アドボカシーセン

ター（府公安委員会認定犯罪被害者等早期援助団体）では、

事件・事故の被害に遭われた人への相談、付き添いなどの

支援を実施しています。相談・支援は全て無料で、秘密は

厳守しますので、安心してご相談ください。

とき　月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、午前１０時～午

後４時

電話番号　〔０６(６７７４)６３６５〕

問い合わせ　府治安対策課〔０６(６９４４)７５０６〕

11月は「こころの再生」府民運動推進月間です

　同運動では、府民一人一人が「生命を大切にする」「思い

やる」「感謝する」「努力する」「ルールやマナーを守る」と

いった、時代や社会がどのように変化しても決して忘れて

はならない大切な「５つのこころ」を見つめ直し、「あいさ

つする」など毎日の暮らしの中でできることを呼び掛けて

います。皆さんも、「５つのこころ」と「あいさつ」を意識

して、できることから実践してみましょう。

　また、同運動推進月間に合わせて、次のとおりイベント

を開催します。

◇「こころの再生」府民運動 in ロハスフェスタ万博

とき　１１月３日、４日

ところ　万博記念公園（吹田市千里万博公園１の１）

入場料　３５０円（小学生以下は無料）

※公園への入園料などは別途必要です。

問い合わせ　府教育総務企画課〔０６(６９４４)８０４２〕


